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DuMA ニュースレター                                ２０２０年１１月 16日 

「神奈川県西部地震」をご存知ですか？ 

 １１月９日のニュースレターでも紹介していますが、地下天気図解析で神奈川県を中心とした地域で地

震活動静穏化現象が発生しています。 

 この地域では、過去に繰り返し被害地震が発生しています。内陸活断層型の地震として 1633年寛永

小田原地震、1782 年天明小田原地震、1853 年嘉永小田原地震というものが発生しています。1633

年の寛永小田原地震では、約 150名が死亡したとされており、民家多数が倒壊したようです。1782 年

の天明小田原地震では、民家約 800戸が損壊したようですが、幸いな事に死者は報告されておりませ

ん。1853 年の嘉永小田原地震では 1,000棟を超える建物が倒壊し、死者は 24人だったとされていま

す。 

 それ以外にも、神奈川県西部地域は、元禄地震（1703年、Ｍ8.2）でも家屋８千戸以上が全壊し 2,300

人以上が死亡したという記録があります。さらに 1923年の関東大震災（M7.9）でも震度７を記録し、大き

な被害が出ています。 

 大切な事は、神奈川県西部ではこれまで何度も大きな被害を伴う地震が発生しているという事で、今

後もこのような地震は発生すると考えて、耐震補強等の対策を講じておく事です。地震発生を防ぐ事は

出来ませんが、地震による被害は減らす事が可能です。 

 

映画『ボルケーノ・パーク』が公開されます 

 火山パニックムービー『ボルケーノ・パーク』が１１月２０日、劇場公開されます。これまでに火山噴火を

扱った映画としては 1997 年のアメリカ映画『ダンテズ・ピーク』（Dante's Peak）や同じく 1997年の『ボル

ケーノ』 (Volcano) が有名です。いずれも危機管理という意味で、見る価値がある映画だったと思いま

す。 

 今回の『ボルケーノ・パーク』は、より娯楽性を高めた映画のようです。 

  

作品情報 

https://volcanopark.jp/ 

 

 火山学者のタオは、「天火島」と呼ばれる火山島を訪れ調査にあたっていた。しかし、その

最中に突如火山が噴火し、妻が犠牲になってしまう。それから 20年後―。実業家のハリスによ

って「天火島」に一大リゾートが建設される。その触れ込みは「活火山の上に建つ世界初の火

山テーマパーク」だった。タオはその危険性に警鐘を鳴らすが、その一方でタオの娘シャオモ

ンは、父に抗いハリスの元で火山学者として働いていた。待望のオープンを控え出資者たちが

パークを訪れる中、観測チームがマグマの不穏な動きを発見する。シャオモンはパークの閉鎖

を訴えるが、ハリスは全く取り合わない。時を同じくして、噴火の前兆を察知したタオも「天

火島」へと向かっていた―。 
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２０２０年９月と１０月の地震活動概観 

 ９月７日のニュースレターでは、ここ２ヶ月（７月、８月）の地震活動の低調さには注目と述べさせて頂き

ました。今週号では９月と１０月の地震活動概観をまとめて述べさせて頂きます。 

 下の図は赤枠で囲ったのが９月に発生したマグニチュード５以上の地震です。全部で８個発生し、９月

は平均的ないし少し活発な地震活動であったと思います。特に９月４日に福井県で発生した地震では、

１９６３年以降で初めて福井県で震度５という数字を観測しています。 

 １０月は青枠で囲った２個のマグニチュード５以上の地震が発生しています。この２個という数は過去の

データを勘案しますと極めて少ない発生数と考えています。 
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中部・近畿・中国・四国地方の地下天気図® 

 １０月１２日のニュースレターに続き、中部地方から中国・四国地方にかけての地下天気図解析結果で

す。この地域の地下天気図解析では、東日本大震災の影響をあまり受けていない事から、過去２０年ほ

どの地震データを使っています。 

次にお示しする図は１１月１１日時点の地下天気図（L タイプと M タイプ）です。 

 

 

  前回１０月１２日のニュースレターの地下天気図と比較しますと、L タイプでは相模湾近傍の静穏化

が消えています。兵庫県を中心とした近畿地方の静穏化はほとんど変化していないようです。 

 地震活動というのは、単純に変化するのではなく、静穏化異常も消長を繰り返しながら変化していくも

のですが、今回の一番の変化は、九州と四国の間の豊後水道近辺の地震活動の変化です（L タイプと

M タイプで異なった変動となっています）。基本的には豊後水道付近では地震活動が活発化していると

判断しています。 
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